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修士論文要旨
光学非接触式3次元人体形状計測法に基づく日本人女性の体表面積の推定式作成
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＜緒言＞
身体の形態を評価するための指標の一つに、体表面積が
ある。体表面積は、基礎代謝量の算出、内臓脂肪両の推定
に用いられる。これまで、体表面積の算出には、身長と体
重を変数とした推定式が広く用いられてきた。しかしなが
ら、日本人を対象とした体表面積の推定式は、少人数の被
検者を対象に作成されており、また作成年が古いため、幅
広い体格の現代人に適用できるかは不明である。
光学非接触式3次元人体形状計測（three d＿imensional
phOtbnic scanning‾；以下3DPS）‾法は、10秒という短時
間で、体表面積を測定することが可能な方法である。そこ
で本研究では、3DPS法により測定した体表面積をもとに、
現代の日本人女性の体格および身体組成を反映した、体表
面積の推定式を作成することを目的とした。
＜3DPS法による表面積測定の精度および再現性＞
3DPS法による体表面積測定の精度および再現性につい
て、円筒およびヒトを対象として確認した。既知の表面積
を持つ円筒を対象として、測定時間あるいは測定日を変え
て　3］⊃PS　法による表面積測定を行ったところ、誤差は
0．02％であり、表面積の測定値は、測定時間および測定日
による影響を受けなかった。また、ヒトを対象として、測
定時間を変えて3DPS法による体表面積測定を行ったとこ
ろ、体表面積の測定値は、測定時間による影響を受けなか
った。以上の結果より、3DPS法による体表面積測定の精
度および再現性は高いことが確認された。
＜3DPS法により＿測定した体表面積と身長および体重を用
いた推定式より算出した値の比戟＞
25～68歳の女性50名を対象として、3DPS法により測定
した体表面積と、これまで報告された推定式より算出した債
を比較した。その結果、DuBois＆DuBois（1916）、高比良
（1925）、Boyd（1935）、Gehan＆George（1970）、Haycock
etal．（1978）、Livingston＆Scott（2001）、Tikuisisetal．
（2001）、Yuetal（2003）の式により算出した推定値は、3DPS
法による実測値との間に有意な差が認められた。また、中村
（1959）、Matter（1989）の式により算出した推定値は、
3DPS法により測定した体表面積との間には有意差が認め
られなかったものの、推定値と実測値の関係に系統誤差が認
められた。推定値と実測値の差、あるいは系統誤差が認めら
れた要因として、対象とした被検者の人種、性別、あるいは
作成年代の影響が考えられ、従来の推定式を現代の日本人女
性に適用することはできないことが推察された。
＜日本人女性における体表面積の准定式作成＞
3DPS法により測定した体表面積をもとに、身長および
体重から体表面積を求める推定式を作成した。25～68歳の
女性50名から、妥当性群25名、交差妥当性群25名を無
作為に抽出した。妥当性群25名を対象に作成した体表面
積の推定式は以下となった。
体表面積＝139．37×身長0・544×体重0・485
（体表面積：cm2，身長：cm，体重：kg）
上記の式における推定値の標準誤差は1．12％であった。
交差妥当性群25名を対象に、上記の推定式の妥当性を検
証した。その結果、推定値と実測値の間に有意差は認めら
れなかった。また、推定値の標準誤差は1．57％であった（下
図）。さらに、推定値と実測値の関係に系統誤差は認められ
なかった。以上の結果より、本研究で新たに作成した体表
面積の推定式の妥当性が示された。
本研究で作成した推定式は、現代の日本人女性の体格お
よび身体組成を反映しており、幅広い体格の女性に適用可
能であることが示された。
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新たに作成した推定式より算出した体表面積（cm2）
